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2017 (平成 29) 年度の介護労働実態調査によれば, 離




のあり方が影響している2). また, 2015 (平成 27) 年に
公表された ｢2025 年に向けた介護人材にかかる需給推
計 (確定値) について｣ では, 現状のまま推移した場合,




























することができる. 1 つ目は, 家族介護者を対象とした
藤本ら10)木村ら11)森山ら12)の研究である. 2 つ目は, 介護
職員を対象とした藤井ら6)白石ら5)の研究である. 3 つ目






要素を検討し, ｢理念的｣ ｢身体的介護｣ ｢自らの成長や







思い｣ ｢生活支援技術｣ ｢介護に関する価値｣ ｢利用者主
体のケア｣ ｢実習の態度｣ ｢利用者像｣ ｢介護過程｣ ｢実習
の場｣ の 8つを抽出し, さらに 3年次には ｢地域におけ
る多職種連携｣, 4 年次には ｢認知症利用者の理解｣ が
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Abstract: 【Purpose】 The purpose of this study is to examine factors affecting the development of KAIGOKAN.
【Method】 The subjects of this study were 28 seniors in an education course for certified care workers who wrote an
essay on "experiences and situations that made you interested in caring for the first time." The description was ana-
lyzed using inductive coding. 【Results】 Six factors affecting the developmental process of KAIGOKAN were identified:
family care, community, volunteer, user, supervisors, reflection, and meaning of care. 【Conclusion】 The participants
were affected by family care or community, volunteer in their early life before they entered the university, and these
factors acted as the basis for the development of KAIGOKAN. After they entered university, the effects of users and
supervisors in care practice were reflected in their practice and enabled them to internalize KAIGOKAN. The meaning
of care also interacted with other factors promoting the development of KAIGOKAN.
Keywords: university students in education course for certified care workers, developmental process of KAIGOKAN,
affecting factor, care practice, meaning of care (大学生,介護観形成,影響因子,介護実習,介護の意味付け)
追加され, 年次が進むと介護観が多様化することを示し
た. 橘内15)は, 学生に対し入学直後, Ⅰ・Ⅱ段階実習終
了後, Ⅲ段階実習終了後に介護観に係わる調査を行って





研究によれば, 卒業直前の学生は ｢科学性｣ ｢倫理性｣
に裏付けられた ｢個別性｣ を大切にする介護観を持つと
される. その介護観と 2009 年度からの新カリキュラム
で教育された学生の介護観を, 鴻上ら19)は比較分析した.

































4 年制大学の介護福祉士養成校で学ぶ 4 年生 28 名を




















(表 1). 次に, その影響因子がいつ頃のことなのかを把
握するため, 影響因子の要約データを, 大学生・高校生・
中学生・小学生・大学入学以前 (時期不明) に分類・整





































有効回答者数は 28 名 (100％) で, 男性 9名 (32％),
女性 19 名 (68％) であった. 以下, コアカテゴリーは
【 】, カテゴリーは ｢ ｣, サブカテゴリーは《 》で
示す.
. 介護観の形成に影響を与える因子 (以下, 影響因
子) について
学生の記述から抽出された要約データは 103 件であっ
た. そのデータをもとに, 57 個のサブカテゴリーと 30
個のカテゴリーを生成し, そこから影響因子となる 7個
のコアカテゴリーを抽出した. 要約データ数が多かった
影響因子は, 順に【介護の意味付け】27 件 (26.2％),
【家族の介護】22 件 (21.3％),【利用者との関わり】20
件 (19.4％),【省察】14 件 (13.6％),【指導者との関わ
り】11 件 (10.7％),【ボランティア体験】5 件 (4.9％)
【地域理解】4件 (3.9％) であった (表 1).
以下では, 上位 3つの影響因子について結果を示す.
まず,【介護の意味付け】のカテゴリーは ｢社会貢献で
きる仕事｣ ｢やりがいのある仕事｣ ｢楽しい仕事｣ ｢介護
福祉士資格の取得｣ ｢人と関わる仕事｣ ｢安心して頂く介
護実践｣ ｢素晴らしい仕事｣ ｢介護の仕事に就きたい思い｣







姿｣ ｢変化する祖父母の姿｣ ｢心のつながり｣ ｢介護の手
伝い｣ ｢両親を助けたい思い｣ ｢将来への不安｣ ｢介護福


















以下, 時期ごとに結果を示す (表 2). 小学生は【家
族の介護】3件 (2.9％)【介護の意味付け】1件 (1％),
中学生は【家族の介護】7 件 (6.8％),【介護の意味付
け】5 件 (4.8％),【ボランティア体験】3 件 (2.9％),
高校生は【家族の介護】5 件 (4.8％),【介護の意味付
け】3件 (2.9％),【ボランティア体験】1件 (1％),【地
域理解】1 件 (1％),【省察】1 件 (1％) であった. ま
た, 時期は不明であるが大学入学以前に関する記述は




導者との関わり】11 件 (10.7％)【省察】13 件 (12.6％)
【介護の意味付け】8 件 (7.8％)【家族の介護】4 件
(3.9％) であった. 以上より, 大学入学以前と入学後で












る祖父母の姿｣ や, 祖父母を ｢介護する家族の姿｣ に影
響を受け介護に対する思いが芽生えていることが分かる.
学生は ｢介護の手伝い｣ を通し, 祖父母の笑顔に触れ,
祖父母から感謝の言葉を受け取るなかで ｢心のつながり｣
を深めていく, 一方 ｢介護する家族の姿｣ を目の当たり
にし ｢両親を助けたい｣ と使命感に近い感情を抱く学生
も存在する.【家族の介護】の経験や状況についての記
述は 22 件 (21.3％) であり, そのうち大学入学以前の




れた. また, サブカテゴリーから, 学生は大学入学以前






































ていくための手段でもある23). また, 学生は, 利用者に
寄り添う指導者の姿を手本に, 介護者としてあるべき姿



























査の結果では【介護の意味付け】27 件 (26.2％) のう
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